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この文章は，台湾の李遠哲博士（1986 年ノーベル化学賞受賞）が愛知県の滝学園（中学校、高校）の招きで平成 17 年 4 月 16 日に

来日し，講演された際に配られたものです。その後，李博士が首都大学東京の招きにより来日し，平成 19 年 2 月 1 日に大学院生

向けに，”Experiences of an aspiring student for the pursuit of science”という講演をされた際にも資料として配布されました。李博士は

日本統治（占領）下の台湾で幼少期を過ごされたため日本語が堪能ですが，この文章は李博士が中国語で書かれた文章を専門家が

翻訳し，その後ご自分で推敲をされたそうです。後半部分の分子科学の専門的な話題は，やや難しい所もあるかもしれませんが，

自分で良く考え夢を持って生きて欲しいという博士の考えが，中学生や高校生にも理解して頂ければ十分だと思います。戦争，家

族，自然，友人，先生と学生など様々な事柄が生き生きと書かれた李博士の文章を、多くの方々にお読み頂く機会となれば幸いで

す。（文責 編集委員長 鈴木俊法） 


